
■2024年度　東邦大学付属東邦中・高等学校「夏の学問体験講座」

日付 時間 対象 定員 タイトル 講座内容

●薬学部

7月17日（水） 10:30～ 12:00
中学生・
高校生

20 薬学部
鈴木 浩典
伊藤 雅隆

錠剤の性質をしらべよう
錠剤が効果を発揮するには胃や腸において錠剤が崩壊し、成分を放出する必要があります。
一方で錠剤を取り扱う際にはある程度の硬さも求められます。
錠剤の崩壊と硬さについて実験で調べていきましょう。

7月17日（水） 13:00～ 16:00
中学生・
高校生

20 薬学部
小原 圭将
吉岡 健人

腸管の収縮を観察しよう
生体内に存在する様々な伝達物質は薬物受容体に結合することで、生体の機能を変化させます。
本講座では、動物から摘出した腸管を使用し、腸管を収縮させる伝達物質などが腸管を収縮させる様子を観察してもらいます。また、
様々な薬物を用いて腸管の収縮に関わる薬物受容体の検討を行います。

●理学部

7月17日（水） 10:00～ 12:00
中学生・
高校生

なし 生物 松本 紋子 生化学で学ぶ酸化還元反応
大学では生命現象を化学的に分子レベルで解明する「生化学」を学びます。多くの病気は生化学的反応機序の異常の結果としてあわ
られるため、それらの病気の大部分については、診断や治療においても生化学的研究が貢献しています。中学や高校では化学で酸化
還元を学びますが、本講義では身の回りにある身近な酸化還元反応について、具体例を紹介しながら生化学的に学びます。

7月18日（木）  13:00～ 15:00
中学生・
高校生

なし 生物分子 吉田 彩舟 発生学から再生医療へ
我々の体は一つの受精卵が幾度となく分裂することで形成されています。しかし、ただのミートボール（細胞の塊）になるのではなく、三
次元の複雑な個体として発生が進行します。本講義では、どのようにして、立体的な個体が形成されるのかについて概説します。また、
発生メカニズムを応用した、「再生医療」やがんを始めとする「治療薬開発」について紹介します。

7月18日（木）  13:00～ 15:00
中学生・
高校生

なし 情報科学 土谷　昭善
割り算アルゴリズムとグレブナー基底
〜連立方程式でナンプレを解こう！〜

小学校で自然数の割り算を学習しましたが，数学的に厳密な定義（説明）はできるでしょうか．この講座では自然数の割り算の定義か
ら出発して，高校で学習する1変数多項式（整式）の割り算，そしてx,y,zなどの多変数多項式の割り算にその概念を拡張し，その筆算ア
ルゴリズムを紹介します．この多項式の割り算とグレブナー基底と呼ばれる多項式の集まりを考えることで複雑な連立方程式を解くこと
が可能となります．この応用として，ナンプレ（数独）をMacaulay2と呼ばれるグレブナー基底を計算するソフトウェアを使って解くところを
お見せします．

●健康科学部

7月18日（木）  10:00～ 11:30
中学生・
高校生

20 健康科学部
渡辺 尚子
中嶋 秀明

自分自身のメンタルに目を向けよう
こころとはメンタルヘルスとはなんでしょうか。精神看護学の専門家として、みなさん自身が自分の精神的健康を維持するためにできる
活動を、実際に自分自身のこころの変化を体験しながら学修します。

担当


